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開
かれ
た議会で

市議会ホームページもご覧ください。 

町田市議会へのご意見をお寄せください。 
電話 042－724－4049　FAX 050－3161－7663 
ｅメール gikai@city.machida.tokyo.jp

http://www.gikai-machida.jp/

・お寄せいただいたご意見の要旨が広報紙等で紹介される場合 
　がございます。ご了解の上、送信ください。 
・第３者の誹謗、中傷、個人情報などは送信しないでください。   
・原則として個別の回答は行いません。 
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若若
林林

章章
喜喜

佐佐
藤藤

和和
彦彦

人　数会　派　名
12自 由 民 主 党
6公 明 党
6まちだ市民クラブ
5保 守 の 会
4日 本 共 産 党
3諸 派
36計

　

３
月
の
市
議
会
定
例
会
に
お
き

ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
推
挙
に

よ
り
議
長
並
び
に
副
議
長
の
要
職

に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

責
務
の
重
大
さ
を
自
覚
し
、
市

民
本
位
の
議
会
運
営
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

今
年
、
町
田
市
は
市
制
施
行
六

〇
周
年
を
迎
え
、
日
々
、
生
じ
る

行
政
課
題
に
的
確
に
対
応
し
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
と
も
に
、
さ
ら
な

る
魅
力
あ
る
「
ま
ち
づ
く
り
」
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。　

　

ま
た
、
市
議
会
の
機
能
の
中
に

は
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
や
政
策
立
案

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も

住
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

　

市
民
の
方
々
か
ら
、
平
成　

年
３０

２
月
の
市
議
会
議
員
選
挙
で
選
ば

れ
た　

期
の
新
し
い
市
議
会
議
員

１６

と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら
も
、
「
開

か
れ
た
議
会
」
を
目
指
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
改
革
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
会
議
の
傍
聴
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
議
会
だ
よ
り
等
を
ご
覧

い
た
だ
き
、
市
議
会
に
関
心
を
持

っ
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

今
後
と
も
町
田
市
議
会
に
ご
期

待
下
さ
い
ま
す
と
と
も
に
、
変
わ

ら
ぬ
ご
指
導
を
賜
り
ま
す
よ
う
心

か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ

○
森
本
せ
い
や　
　

東　

友
美

　

ち
だ　

伸
也　
　

佐
藤　

和
彦

　

わ
た
べ
真
実　
　

戸
塚　

正
人

　

保
守
の
会

○
白
川　

哲
也　
　
深
沢
ひ
ろ
ふ
み

　

お
ぜ
き
重
太
郎　

吉
田
つ
と
む

　

大
西　

宣
也

　

日
本
共
産
党

○
細
野　

龍
子　
　

田
中　

美
穂

　

佐
々
木
智
子　
　

殿
村　

健
一

　

諸
派

○
新
井
よ
し
な
お　

矢
口　

ま
ゆ

　

諸
派

○
友
井　

和
彦

　

自
由
民
主
党

○
熊
沢
あ
や
り　
　

星
だ
い
す
け

　

木
目
田
英
男　
　

石
川　

好
忠

　

渡
辺
厳
太
郎　
　

松
岡
み
ゆ
き

　

い
わ
せ
和
子　
　

三
遊
亭
ら
ん
丈

　

若
林　

章
喜　
　

藤
田　

学

　

佐
藤
伸
一
郎　
　

お
さ
む
ら
敏
明

　

公
明
党

○
山
下
て
つ
や　
　

村
ま
つ
俊
孝

　
斉
藤
か
つ
ひ
ろ　
　
お
ん
じ
ょ
う
由
久

　

松
葉
ひ
ろ
み　
　

お
く　

栄
一

　

我
々
、
自
由
民
主
党
会
派
は
、

先
人
達
が
築
き
上
げ
て
き
た
日
本

の
伝
統
と
文
化
を
尊
び
、
地
域
の

中
に
分
け
入
り
、
そ
こ
で
聞
こ
え

た
声
や
思
い
を
形
に
す
る
べ
く
、

責
任
と
実
行
力
を
も
っ
て
、
行
政

に
対
し
積
極
的
に
政
策
を
提
言
す

る
会
派
で
す
。

　

そ
の
上
で
、
国
政
・
都
政
・
市

政
が
緊
密
に
連
携
し
、
安
定
し
た

政
治
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
次
に
示
す
項
目

に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

①
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の

た
め
に
、
よ
り
よ
い
教
育
環
境
の

整
備
と
充
実
し
た
子
育
て
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

②
高
齢
社
会
に
対
応
し
た
社
会

環
境
を
整
備
し
、
住
み
慣
れ
た
地

域
で
過
ご
せ
る
よ
う
、
公
共
交
通

の
充
実
拡
張
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

③
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

に
向
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充

実
を
図
り
、
ス
ポ
ー
ツ
並
び
に
文

化
の
発
展
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、
住
民
の

福
祉
の
増
進
に
努
め
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
は
、
会
派
宛
に
、

ご
意
見
ご
要
望
を
お
寄
せ
下
さ
い
。

自
由
民
主
党

　

私
た
ち「
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
」 

は
、２
つ
の
政
党
及
び
地
域
政
党
・

無
所
属
か
ら
な
る
議
員
６
名
の
会

派
で
す
。

　

地
方
自
治
体
の
政
治
は
、
市
長

と
議
会
の
二
元
代
表
制
で
す
。
国

政
や
都
政
の
枠
組
み
に
捉
わ
れ
ず
、

議
会
は
市
民
に
近
い
と
こ
ろ
に
立

っ
て
市
政
に
対
し
発
言
し
、
行
動

す
る
こ
と
が
何
よ
り
重
要
で
す
。

　

私
た
ち
は
、
市
政
に
対
す
る
判

断
を
も
と
に
結
集
し
、
市
民
の
目

ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ

若林章喜　議長佐藤和彦　副議長

　

改
選
後
の
３
月
定
例
会
で
は
、
３
月
９
日
に
正
・
副
議
長
の
選
挙
、
３
月　

日
に

１２

常
任
委
員
会
な
ど
の
議
会
人
事
の
改
選
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

若
林
章
喜
議
長
（
自
由
民
主
党
）
、
佐
藤
和
彦
副
議
長
（
ま
ち
だ
市
民
ク
ラ
ブ
）

を
選
出
し
ま
し
た
。

線
、
立
場
で
考
え
、
行
動
す
る
こ

と
を
基
本
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

福
祉
・
教
育
・
環
境
・
人
権
・
平

和
の
５
つ
の
基
本
理
念
を
柱
に
、

人
に
や
さ
し
い
市
政
を
目
指
し
、

積
極
的
に
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
町
田
市
も
少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
の
影
響
に
よ
り
財
政
も

よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

今
こ
そ
限
ら
れ
た
財
源
で
「
効
率

的
」
か
つ
「
効
果
的
」
な
財
政
運

営
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
本
分
で
あ
る
町
田
市
議

会
議
員
と
し
て
、
町
田
市
の
た
め

に
各
分
野
の
政
策
を
や
り
き
る
と

共
に
、
万
一
の
大
規
模
災
害
等
へ

の
備
え
を
し
っ
か
り
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

私
た
ち
公
明
党
は
住
民
が
自
ら

の
意
思
と
責
任
で
地
域
の
こ
と
を

決
定
す
る
こ
と
が
新
し
い
地
方
自

治
の
あ
り
方
で
あ
る
と
考
え
、
市

民
目
線
に
重
点
を
置
い
た
政
策
の

実
現
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
「
多
摩
都
市
モ
ノ
レ

ー
ル
の
町
田
延
伸
・
小
田
急
多
摩

線
延
伸
に
向
け
た
環
境
整
備
」
、

「
身
近
な
地
域
で
多
様
な
健
康
づ

く
り
の
場
の
提
供
」
、
「
文
化
・

芸
術
ホ
ー
ル
の
建
設
・
ス
ポ
ー
ツ

環
境
の
充
実
」
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
「
小
中
学
校
給
食
の

無
償
化
」
、
「
交
通
不
便
地
域
の

解
消
」
、
「
無
料
Ｗ
ｉ－

Ｆ
ｉ
ス

ポ
ッ
ト
の
拡
充
」
、
「
充
実
し
た

産
前
・
産
後
ケ
ア
」
、
「
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
な
社
会
の
構
築
」
の
実
現

を
目
指
し
ま
す
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
都

市
の
老
朽
化
な
ど
直
面
す
る
諸
課

題
を
踏
ま
え
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
や

危
機
対
応
力
の
強
化
・
充
実
、
公

共
施
設
の
更
新
、
次
世
代
育
成
等

の
自
治
体
政
策
の
課
題
へ
の
取
り

組
み
に
邁
進
し
ま
す
。
具
体
的
、

か
つ
積
極
的
な
政
策
提
言
を
行
い
、

希
望
都
市
ま
ち
だ
の
構
築
に
全
力

で
取
り
組
み
ま
す
。

公

明

党

　

保
守
の
会
は
、
歴
史
・
伝
統
・

文
化
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
変
化

し
続
け
る
社
会
に
対
応
す
べ
く
、

積
極
的
に
政
策
提
言
を
す
る
会
派

で
す
。
ま
た
、
個
々
人
の
自
由
な

発
想
や
主
張
を
大
切
に
し
、
政
党

の
垣
根
を
超
え
た
会
派
で
す
。

　

地
域
性
・
必
要
性
・
成
長
性
、

費
用
対
効
果
・
政
策
の
優
先
順
位

な
ど
を
勘
案
し
、
各
議
案
に
対
し

て
は
是
々
非
々
で
判
断
し
ま
す
。

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
限
ら
れ
た

財
源
の
中
で
最
大
限
の
効
果
が
発

揮
で
き
る
よ
う
、
業
務
効
率
化
・

生
産
性
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、

町
田
市
独
自
の
魅
力
を
高
め
る
街

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。
市
民
の
安

全
安
心
を
優
先
的
に
考
え
、
防
災

訓
練
の
強
化
や
医
療
の
充
実
を
図

り
ま
す
。
市
民
の
生
活
向
上
の
た

め
、
交
通
網
の
充
実
し
た
都
市
を

実
現
し
ま
す
。
東
京
２
０
２
０
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
町
田
市
に
お
け
る
成
功
に
向
け

て
取
り
組
み
ま
す
。　

〜　

年
後

２０

３０

を
見
据
え
長
期
的
な
視
点
に
立
っ

た
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
考
え
方
と
、

年
ご
と
に
改
善
し
成
長
を
図
る
ボ

ト
ム
ア
ッ
プ
の
考
え
方
で
町
田
市

政
の
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

保
守
の
会

　

年
金
や
実
質
賃
金
は
下
が
っ
て

い
る
の
に
、
物
価
や
公
共
料
金
は

上
が
る
一
方
で
市
民
の
く
ら
し
は

大
変
で
す
。
こ
ん
な
時
こ
そ
、
町

田
市
が
「
住
民
の
福
祉
の
増
進
」 

と
い
う
自
治
体
本
来
の
役
割
を
果

た
す
べ
き
で
す
。
現
市
政
は
「
都

市
間
競
争
に
打
ち
勝
つ
ま
ち
づ
く

り
」
を
掲
げ
、
中
心
市
街
地
の
再

開
発
や
ハ
コ
モ
ノ
整
備
に
余
念
が

あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
陰
で
、
町
田

市
は
公
共
料
金
な
ど
の
市
民
負
担

増
や
、
福
祉
や
サ
ー
ビ
ス
の
削
減

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
市
民
の
中

に
不
安
や
矛
盾
が
広
が
り
、
国
保

税
の
値
上
げ
や
、
三
多
摩
一
高
く

な
る
保
育
料
や
学
童
保
育
育
成
料

の
値
上
げ
中
止
の
声
が
上
が
り
、

図
書
館
や
文
学
館
な
ど
身
近
な
公

共
施
設
の
廃
止
の
見
直
し
を
求
め

る
請
願
は
市
議
会
で
も
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
市
民

の
願
い
に
寄
り
添
い
、
大
型
開
発

優
先
か
ら
福
祉
、
教
育
優
先
に
転

換
し
ま
す
。
そ
し
て
、
み
な
さ
ん

と
と
も
に
、
小
学
校
の
よ
う
な
温

か
い
中
学
校
給
食
の
実
現
、
シ
ル

バ
ー
パ
ス
の
改
善
、
交
通
不
便
地

域
の
解
消
な
ど
安
心
し
て
住
み
続

け
ら
れ
る
町
田
市
を
目
指
し
ま
す
。

日
本
共
産
党

ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを
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会
派
の
抱
負

　

会
派
と
は
、
市
民
の
生
活
に
密
着
し
た
様
々
な
施
策
を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
同
じ
よ
う
な
考
え
方
や
意
見
を
持
つ
議
員
同
士
の
グ
ル
ー
プ
の
こ
と
を
い
い

ま
す
。
３
名
以
上
で
構
成
さ
れ
る
会
派
に
つ
い
て
抱
負
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

会
派
構
成

就
任
の
あ
い
さ
つ


